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８
史
料
紹
介

四
、
今
上
陛
下
御
即
位
朝
見
ノ
儀
二
紗
テ
賜
ハ
リ
タ
ル
勅
語

（
抄
）

五
、
差
別
事
件
数
調
（
警
保
局
調
査
）

七
、
部
落
・
戸
数
並
二
人
口
調
査
（
中
央
融
和
事
業
協
会
）

八
、
融
和
教
育
二
関
シ
文
部
省
ノ
措
置
経
過
（
抄
）

九
、
国
民
融
和
二
関
ス
ル
次
官
通
帳
（
昭
和
七
、
一
○
、
三

○
）
 

一
○
、
融
和
教
育
ノ
徹
底
二
関
ス
ル
訓
令
（
昭
和
一
三
、
八
、

二
八
）

同
次
官
依
命
通
帳
（
〃
）

二
、
融
和
教
育
徹
底
二
関
シ
文
部
省
ノ
執
リ
タ
ル
措
置
（
昭

和
一
三
、
議
会
説
明
）

つ
ぎ
に
「
教
育
関
係
調
」
は
、
縦
二
六
、
○
葎
ン
×
横
一
八
、
○

穆
の
ザ
ラ
紙
に
一
○
丁
に
わ
た
っ
て
謄
写
版
印
刷
さ
れ
た
も
の

で
、
表
紙
に
は
「
極
秘
」
の
印
が
あ
る
。
こ
の
史
料
に
は
作
成
者

が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
内
容
か
ら
し
て
お
そ
ら
く
文
部
省
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
二
つ
の
史
料
は
差
別
事
件
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
部
落
史
研
究
の
う
え
で
は
、
と
も
す
れ
ば
差
別
事

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
日
中
戦
争
期
の
軍
隊
関
係
お
よ
び
教

育
関
係
に
お
け
る
二
つ
の
差
別
事
件
史
料
で
あ
る
。
一
つ
は
「
事

変
関
係
差
別
紛
争
事
件
調
」
（
以
下
、
「
事
変
関
係
調
」
と
す
る
）

で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
最
近
二
砂
ケ
ル
差
別
事
件
調
Ｉ
主
ト
シ

テ
学
校
教
育
社
会
教
育
関
係
ｌ
」
（
以
下
、
「
教
育
関
係
調
」
と
す

る
）
で
あ
る
。
こ
の
一
一
つ
の
史
料
は
、
大
阪
人
権
博
物
館
が
所
蔵

す
る
一
連
の
融
和
教
育
関
係
資
料
の
一
部
で
あ
る
。

ま
ず
「
事
変
関
係
調
」
は
、
縦
一
一
六
、
九
注
ン
×
横
一
八
、
一
一
一
穴
ン

の
財
団
法
人
中
央
融
和
事
業
協
会
用
菱
の
美
濃
紙
に
一
三
丁
に
わ

解
題

一一 日
中
戦
争
期
の
差
別
事
件
史
料

件
は
軽
視
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
い
ま
だ
歴
史
研
究
の
分
野
で

は
、
差
別
事
件
の
本
格
的
な
個
別
研
究
は
ひ
と
つ
も
存
在
し
な
い

の
で
あ
る
。
部
落
問
題
に
と
っ
て
部
落
差
別
の
本
質
や
再
生
産
構

造
な
る
も
の
こ
そ
重
要
で
あ
り
、
差
別
事
件
は
そ
の
単
な
る
現
象

形
態
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
部
落
差
別
の
心
理
的
・

観
念
的
側
面
を
象
徴
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
労
働

や
教
育
な
ど
の
生
活
上
の
格
差
や
排
除
な
ど
の
諸
問
題
に
対
し
て

低
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
部
落
解
放
運
動

史
研
究
に
限
定
し
て
も
、
例
え
ば
水
平
運
動
史
に
お
け
る
糺
弾
闘

争
（
と
く
に
初
期
の
）
に
つ
い
て
は
、
一
応
の
意
義
は
認
め
ら
れ

つ
つ
も
、
差
別
事
件
を
重
視
す
る
あ
ま
り
部
落
排
外
主
義
に
陥
り

や
す
く
、
本
質
や
再
生
産
構
造
な
る
も
の
に
迫
り
え
な
い
ば
か
り

か
、
部
落
解
放
を
妨
げ
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
い
く
ら
部
落
差

別
が
社
会
構
造
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
り
、
部
落
が
社
会
生
活
上

の
困
難
を
抱
え
て
い
た
こ
と
を
是
認
す
る
に
し
て
も
、
現
実
生
活

の
な
か
で
曰
常
的
に
部
落
住
民
が
苦
悩
し
、
部
落
差
別
に
直
面
し

て
い
る
の
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
は
差
別
事
件
で
あ
る
。
差

別
事
件
と
い
っ
て
も
賤
称
な
ど
の
差
別
的
言
辞
や
指
で
指
し
示
す

な
ど
の
行
為
、
就
職
や
結
婚
に
際
し
て
の
排
除
、
学
校
や
軍
隊
な

ど
で
の
待
遇
に
お
け
る
優
劣
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
部
落
差
別

の
本
質
や
再
生
産
構
造
な
る
も
の
が
い
く
ら
重
要
で
あ
ろ
う
と

も
、
ま
た
た
と
え
差
別
事
件
が
現
象
形
態
か
つ
観
念
的
と
さ
れ
よ

た
っ
て
タ
イ
プ
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
、
表
紙
に
は
表
題
と
②
の
印

が
あ
る
。
内
容
は
一
九
三
八
年
一
一
一
月
一
六
曰
に
憲
兵
司
令
官
の

田
中
静
壹
が
ま
と
め
た
「
事
変
発
生
以
来
水
平
社
ノ
差
別
問
題
ヲ

驍
ル
軍
事
関
係
紛
争
事
件
ノ
状
況
二
関
ス
ル
件
報
告
（
通
牒
）
」
で
、

陸
軍
大
臣
な
ど
軍
隊
関
係
の
首
脳
部
に
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
憲
兵
と
は
陸
軍
の
軍
事
警
察
の
こ
と
で
、
差
別
事
件

が
軍
紀
や
軍
隊
秩
序
の
維
持
に
と
っ
て
重
要
な
事
柄
で
あ
っ
た
こ

と
を
、
こ
の
史
料
は
示
し
て
い
る
。
目
次
で
は
「
六
」
に
あ
た
る

「
事
変
関
係
調
」
は
次
の
よ
う
な
表
題
の
史
料
と
と
も
に
、
文
部

省
が
ま
と
め
た
一
九
三
九
年
八
月
の
『
融
和
教
育
資
料
」
と
い
う

一
件
資
料
に
綴
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
五
カ
条
御
誓
文
（
明
治
元
・
’
一
一
、
一
四
）

二
、
億
兆
安
撫
国
威
宣
布
ノ
庚
翰
（
明
治
元
・
’
一
一
、
一
四
）

一
一
一
、
大
政
官
布
告
（
禰
治
鋼
馳
走
八
騨
六
齢
一
鵠
）

各
府
県
ヘ
ノ
布
達

朝

治

武
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こ
の
二
つ
に
、
曰
中
戦
争
期
の
差
別
事
件
お
よ
び
部
落
差
別
の
特

徴
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

軍
隊
関
係
の
差
別
事
件
を
対
象
と
し
て
い
た
「
事
変
関
係
調
」

の
調
査
期
間
は
、
曰
中
戦
争
開
始
の
一
九
三
七
年
七
月
か
ら
翌
年

の
二
月
ま
で
の
約
一
年
五
カ
月
間
で
あ
る
。
差
別
事
件
の
総
数

は
一
一
一
八
件
で
、
軍
隊
内
の
も
の
が
七
件
、
軍
隊
外
の
も
の
が
三
一

件
で
あ
り
、
軍
隊
外
の
三
一
件
の
内
訳
は
戦
死
者
を
侮
辱
し
た
も

の
が
八
件
、
出
征
軍
人
を
侮
辱
し
た
も
の
が
五
件
、
応
召
兵
士
の

歓
送
迎
に
か
か
わ
っ
た
も
の
が
六
件
、
戦
死
者
の
葬
儀
に
か
か
わ

っ
た
も
の
が
三
件
、
軍
隊
の
宿
営
に
か
か
わ
っ
た
も
の
が
六
件
、

賤
称
の
発
言
な
ど
に
つ
い
て
の
も
の
が
一
一
一
件
で
あ
っ
た
。
総
数
三

八
件
の
う
ち
、
差
別
的
言
動
に
つ
い
て
が
一
六
件
、
差
別
的
処
置

に
よ
る
も
の
が
七
件
、
偏
見
に
も
と
づ
く
も
の
が
八
件
で
あ
っ
た
。

発
生
府
県
は
、
京
都
府
の
五
件
を
筆
頭
に
滋
賀
県
が
四
件
、
徳
島
・

福
岡
・
群
馬
各
県
が
三
件
、
福
井
・
愛
媛
・
香
川
各
県
が
一
一
件
と

続
き
、
「
水
平
運
動
ノ
盛
ナ
ル
地
方
一
一
比
較
的
多
キ
」
と
分
析
し
て

い
る
。

差
別
事
件
の
内
容
に
対
し
て
は
、
「
特
二
悪
質
、
執
勘
ナ
ル
モ
ノ

ナ
キ
」
と
、
部
落
住
民
に
と
っ
て
い
か
に
痛
苦
を
与
え
る
も
の
で

あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
は
全
く
気
に
と
め
な
い
記
述
が
目
立

つ
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
「
名
誉
ア
ル
護
国
ノ
英
霊
ヲ
冒
涜
シ
、
或

ハ
出
征
軍
人
ヲ
侮
辱
ス
ル
カ
如
キ
寒
心
一
一
堪
ヘ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
」

う
と
も
（
私
は
そ
う
と
の
み
考
え
て
い
な
い
が
）
、
現
実
的
・
曰
常

的
な
差
別
事
件
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
分
析
せ
ず
し
て
部
落
差
別
の

実
相
に
迫
れ
る
の
か
、
と
い
う
思
い
を
私
は
も
っ
て
い
る
。

部
落
史
研
究
に
お
い
て
差
別
事
件
は
軽
視
さ
れ
て
い
る
と
述
べ

た
が
、
不
思
議
と
戦
時
下
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
近
年
に
な
っ
て

ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
ず
、
鈴
木
良
氏

は
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
部
落
問
題
」
（
岩
井
忠
熊
編
『
近
代
日
本
社

会
と
天
皇
制
』
柏
書
房
、
一
九
八
八
年
）
に
お
い
て
、
部
落
問
題

を
「
封
建
的
身
分
差
別
の
残
存
物
」
と
し
な
が
ら
も
、
曰
中
戦
争

の
開
始
以
降
に
お
い
て
は
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
国
民
統
合
の
一
つ
の

阻
害
要
因
」
に
な
っ
た
と
し
、
そ
の
具
体
的
事
例
と
し
て
軍
隊
関

係
に
お
け
る
差
別
事
件
の
顕
在
化
を
指
摘
し
て
い
る
。
蓮
城
寺
秋

幸
氏
は
「
戦
時
下
部
落
の
生
活
と
要
求
」
二
部
落
解
放
』
第
三
九

三
号
、
一
九
九
五
年
八
月
）
で
、
日
中
戦
争
を
契
機
に
部
落
と
部

落
外
の
「
強
制
交
流
」
が
進
み
、
そ
の
な
か
で
「
融
合
」
（
注
意
深

く
も
蓮
城
寺
氏
は
こ
の
用
語
の
み
括
弧
つ
き
で
使
用
し
て
い
る
）

し
た
部
分
も
あ
れ
ば
、
同
時
に
か
え
っ
て
「
緊
張
」
が
高
ま
っ
た

部
分
も
あ
る
と
し
、
こ
の
状
況
が
か
え
っ
て
差
別
事
件
を
引
き
起

こ
す
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
。
私
も
「
戦
時
下
水
平
社
の
差
別
糺

弾
闘
争
」
（
同
前
）
で
、
今
回
紹
介
す
る
「
事
変
関
係
調
」
を
素
材

に
し
て
日
中
戦
争
の
開
始
に
よ
っ
て
頻
発
し
た
軍
隊
関
係
差
別
事

件
の
諸
特
徴
と
曰
常
化
し
た
接
触
機
会
の
拡
大
を
明
ら
か
に
し
、

あ
わ
せ
て
差
別
事
件
の
対
応
に
特
徴
を
示
す
全
国
水
平
社
の
差
別

糺
弾
論
お
よ
び
差
別
糺
弾
闘
争
の
変
質
・
後
退
を
論
じ
た
。
ア
プ

ロ
ー
チ
の
仕
方
や
評
価
は
微
妙
に
異
な
る
も
の
の
、
戦
時
下
の
部

落
問
題
を
解
明
す
る
う
え
で
差
別
事
件
の
分
析
は
不
可
欠
か
つ
重

要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
と
い
う
意
味
で
は
、
鈴
木
・
蓮
城
寺
両

氏
と
私
の
三
人
は
共
通
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
戦
時
下
の
部
落
問
題
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
差
別
事
件
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
分
析
は
避
け

て
通
れ
な
い
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的

に
指
摘
す
れ
ば
、
差
別
事
件
は
部
落
差
別
の
重
要
な
ひ
と
つ
で
あ

り
、
差
別
事
件
の
時
期
や
場
面
、
主
体
、
対
象
、
内
容
、
ま
た
差

別
事
件
に
対
す
る
部
落
や
運
動
側
の
対
応
（
例
え
ば
糺
弾
闘
争
）
、

権
力
側
の
対
応
な
ど
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
期
の
部
落
差
別
の
原
理
や
具
体
相
、
社
会
の
部
落
認
識
、
部
落

の
自
己
認
識
と
社
会
認
識
、
運
動
側
の
論
理
と
実
践
、
権
力
側
の

部
落
差
別
や
運
動
に
対
す
る
認
識
、
曰
本
社
会
の
差
別
構
造
な
ど
、

部
落
問
題
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
実
相
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
認
識
お
よ
び
視
角
で
あ
る
。

な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
天
皇
の
軍
隊
と
し
て
の
軍
紀
を
擁
護
す
る
立
場

か
ら
軍
隊
関
係
の
差
別
事
件
を
問
題
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
解

決
状
況
に
つ
い
て
は
、
京
都
府
戦
死
者
侮
辱
事
件
を
「
全
国
的
一
一

発
展
紛
糾
セ
ン
ト
セ
リ
」
と
注
意
し
つ
つ
も
、
「
大
部
分
ハ
事
変
ノ

影
響
ニ
依
り
部
落
側
ノ
態
度
比
較
的
穏
健
」
、
「
何
レ
モ
局
地
的
一
一

円
満
解
決
ヲ
見
夕
リ
」
と
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
解
決
の
契
機
と

し
て
、
当
事
者
問
の
諒
解
に
よ
る
も
の
－
二
件
、
憲
兵
・
警
察
官

等
の
斡
旋
に
よ
る
も
の
―
六
件
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
結
論
と
し

て
、
「
多
発
ノ
傾
向
ハ
思
料
セ
ラ
レ
サ
ル
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
銃

後
結
束
ノ
要
愈
々
切
ナ
ラ
ン
ト
ス
ル
」
時
に
「
不
祥
事
」
で
あ
る

差
別
事
件
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
「
指
導
ヲ
一
層
徹
底
強
化
」
す

る
必
要
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
階
級
闘
争
主
義
ヨ
リ
曰
本
主
義

的
精
神
運
動
二
転
向
ヲ
表
明
」
し
、
’
一
月
一
一
三
日
の
第
一
五
回

大
会
で
国
家
的
見
地
か
ら
軍
隊
関
係
の
差
別
事
件
を
重
視
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
全
国
水
平
社
の
動
向
に
さ
え
も
特
別
の
注
意
を

喚
起
し
て
い
る
。

つ
ぎ
は
、
教
育
関
係
の
差
別
事
件
で
あ
る
。
戦
時
下
で
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
ず
、
部
落
に
と
っ
て
部
落
外
と
日
常
的
に
接
触
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
い
た
学
校
で
の
差
別
事
件
は
と
く
に

厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
「
教
育
関
係
調
」
に
は
調
査
年
月
曰
が
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
内
容
的
に
は
一
九
三
七
年
一
○
月
か
ら
一
九

三
九
年
一
○
月
ま
で
の
一
九
件
の
差
別
事
件
が
報
告
さ
れ
て
い

紹
介
す
る
史
料
が
対
象
と
し
た
の
は
、
軍
隊
と
教
育
で
あ
る
。

一一一

鰯
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で
は
な
ぜ
、
戦
時
下
に
お
い
て
差
別
事
件
が
、
と
く
に
軍
隊
関

係
の
そ
れ
が
浮
上
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
一

九
三
八
年
六
月
一
四
・
五
曰
に
開
催
さ
れ
た
全
国
融
和
事
業
協
議

会
で
の
議
論
が
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
和
歌
山
県
の
藤
範
晃
誠

る
。
た
だ
、
実
際
上
の
差
別
事
件
が
こ
の
数
字
で
あ
っ
た
と
は
い

え
な
い
。
こ
の
一
九
件
の
差
別
事
件
は
、
特
徴
的
な
も
の
だ
け
で

あ
ろ
う
。
差
別
事
件
の
記
述
方
法
に
つ
い
て
は
、
「
事
変
関
係
調
」

は
一
定
の
分
類
に
よ
っ
て
発
生
年
月
曰
、
場
所
、
概
要
、
解
決
状

況
が
整
理
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
教
育
関
係
調
」
は
府
県
別
に

内
容
と
解
決
状
況
が
文
章
で
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
事
変
関
係

調
」
の
よ
う
に
明
瞭
な
特
徴
を
つ
か
み
だ
す
こ
と
は
難
し
い
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
な
か
で
も
い
く
つ
か
の
特
徴
は
指
摘
し
う
る
。

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
府
県
は
一
二
で
あ
り
、
差
別
事
件
の
多
く

は
賤
称
語
を
つ
か
っ
た
も
の
で
、
従
来
の
も
の
と
大
差
は
な
い
。

埼
玉
県
や
東
京
府
、
京
都
府
の
差
別
事
件
は
軍
隊
関
係
の
も
の
で

も
あ
り
、
東
京
府
と
京
都
府
の
も
の
は
「
事
変
関
係
調
」
に
も
記

載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
多
く
が
、
警
察
の
斡
旋
に
よ
る
謝
罪
、
警

察
の
学
校
に
対
す
る
厳
重
注
意
、
学
校
の
融
和
促
進
表
明
な
ど
で

解
決
し
て
い
る
。

語
る
こ
と
は
、
戦
争
動
員
と
そ
の
影
響
が
地
域
社
会
で
曰
常
化
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
市
町
村
単
位
で

す
べ
て
の
兵
士
の
歓
送
迎
、
戦
死
者
の
遺
骨
出
迎
え
及
び
葬
儀
が

お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
部
落
と
部
落
外
と
の
接
触
機
会
は

曰
常
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
戦
時
下
で
は
生

活
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
部
落
と
部
落
外
の
曰
常
的
な
接
触
機
会
は

拡
大
し
て
い
き
、
こ
れ
ま
で
眠
っ
て
い
た
部
落
に
対
す
る
差
別
観

念
や
意
識
が
顕
在
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
差
別
事
件
を
惹
起
さ
せ

こ
の
二
つ
の
史
料
は
い
う
ま
で
も
な
く
権
力
側
の
も
の
で
、
曰

中
戦
争
期
で
あ
る
一
九
三
八
年
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
さ
れ

た
い
。
一
方
は
陸
軍
省
関
係
、
他
方
は
お
そ
ら
く
文
部
省
関
係
で

あ
り
、
軍
隊
と
学
校
と
い
う
近
代
天
皇
制
国
家
に
と
っ
て
不
可
欠

な
構
成
要
素
で
あ
る
部
署
が
作
成
し
た
も
の
で
、
差
別
事
件
の
発

生
に
よ
っ
て
お
こ
る
部
落
と
部
落
外
の
紛
争
・
対
立
や
部
落
の
自

主
的
な
運
動
の
活
性
化
・
拡
大
を
憂
慮
し
、
憲
兵
や
警
察
な
ど
の

積
極
的
な
介
入
や
説
得
、
斡
旋
に
よ
る
「
解
決
」
を
是
認
・
実
行

し
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
の
み
で
な
く
、
差
別
事

件
を
引
き
起
こ
す
の
は
差
別
観
念
や
意
識
で
あ
る
と
い
う
考
え
か

ら
、
そ
の
解
消
の
た
め
の
取
り
組
み
も
積
極
化
し
て
い
く
。
と
く

に
教
育
関
係
で
は
、
一
九
三
八
年
八
月
一
一
九
曰
に
文
部
省
訓
令
「
国

民
融
和
二
関
ス
ル
件
」
お
よ
び
文
部
省
依
命
通
牒
「
融
和
教
育
ノ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

四

に
よ
る
「
事
変
関
係
で
接
触
の
機
会
が
多
い
た
め
、
差
別
事
件
も

頻
発
の
傾
向
あ
り
、
此
の
際
善
処
を
希
望
す
る
」
、
神
奈
川
県
の
植

木
俊
助
に
よ
る
「
事
件
の
頻
発
は
一
面
悲
し
い
事
で
あ
る
が
、
そ

れ
自
体
接
触
面
が
拡
大
し
た
か
ら
で
あ
る
、
こ
れ
に
よ
り
内
秘
的

の
も
の
が
現
れ
た
の
で
あ
っ
て
寧
ろ
此
運
動
を
進
め
る
上
か
ら
は

有
難
い
と
思
ふ
位
で
更
に
此
好
機
を
逸
す
可
ら
ず
と
考
へ
る
」
な

ど
の
意
見
発
表
が
相
次
い
だ
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
は
中
央
融
和
事

業
協
会
常
務
理
事
の
小
山
三
郎
で
さ
え
も
「
事
変
関
係
に
て
一
般

地
区
の
接
触
に
よ
り
差
別
事
象
の
惹
起
す
る
あ
り
、
出
征
勇
士
に

対
し
て
す
ら
斯
く
の
如
き
有
様
で
あ
る
」
と
述
べ
、
す
で
に
陸
軍

省
に
出
頭
し
て
「
挙
国
一
致
団
結
の
場
合
に
、
差
別
に
苦
し
む
内

部
の
出
身
者
あ
る
こ
と
遺
憾
」
で
あ
る
と
し
て
軍
隊
関
係
の
差
別

事
件
の
状
況
を
報
告
し
、
陸
軍
省
か
ら
「
理
解
あ
る
回
答
」
を
得

た
と
答
弁
し
て
い
る
（
中
央
融
和
事
業
協
会
編
刊
『
融
和
事
業
年

鑑
』
昭
和
一
四
年
度
版
、
六
○
～
六
二
頁
）
。

こ
の
議
論
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
曰
中
戦
争
の
開
始
を
契
機
に

部
落
と
部
落
外
の
接
触
機
会
は
拡
大
し
、
と
く
に
軍
隊
関
係
で
顕

著
に
な
っ
た
。
曰
中
戦
争
は
、
応
召
兵
士
の
急
激
な
増
加
と
戦
闘

に
よ
る
多
く
の
戦
死
者
を
生
み
出
し
た
。
こ
の
時
期
、
応
召
兵
士

の
率
は
全
体
の
戸
数
の
約
一
五
％
、
戦
死
者
は
応
召
兵
士
の
約
一

○
％
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
約
六
戸
に
一
人
が
戦
地
に
赴
き
、
そ

の
う
ち
一
○
人
に
一
人
が
戦
死
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
数
字
が
物

徹
底
二
関
ス
ル
件
」
が
発
令
さ
れ
、
従
来
の
内
務
省
や
中
央
融
和

事
業
協
会
に
よ
る
融
和
事
業
の
一
環
と
し
て
の
融
和
教
育
か
ら
、

文
部
省
主
導
の
学
校
教
育
・
社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
の
融
和
教

育
へ
と
転
換
し
、
本
格
化
し
て
い
く
（
川
向
秀
武
「
解
説
」
全
国

解
放
教
育
研
究
会
編
『
部
落
解
放
教
育
資
料
集
成
』
第
六
巻
、
明

治
図
書
、
一
九
七
九
年
、
五
五
六
～
七
頁
）
。

軍
隊
関
係
に
顕
著
な
差
別
事
件
、
そ
れ
ら
を
引
き
起
こ
す
曰
常

的
な
接
触
機
会
の
拡
大
、
融
和
教
育
に
み
ら
れ
る
従
来
に
比
し
て

積
極
的
な
権
力
側
の
部
落
差
別
へ
の
対
応
、
ま
た
こ
こ
で
は
対
象

と
し
て
い
な
い
が
注
目
を
集
め
て
い
る
水
平
社
の
戦
争
協
力
（
私

の
考
え
の
一
端
は
「
戦
時
下
水
平
社
の
戦
争
協
力
」
部
落
解
放
研

究
所
編
刊
「
部
落
史
の
再
発
見
」
一
九
九
六
年
、
を
参
照
さ
れ
た

い
）
な
ど
は
、
歴
史
的
に
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
い
ま
だ
印
象
の
域
を
越
え
な
い
が
、
近
代
の
部
落
差

別
が
天
皇
制
に
象
徴
・
収
數
さ
れ
る
曰
本
に
お
け
る
国
民
国
家
の

形
成
と
社
会
の
構
造
的
特
質
の
問
題
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
解
明
さ

れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
、
私
は
山
之
内
靖
氏
（
『
シ
ス
テ
ム
社
会
の

現
代
的
位
相
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
や
雨
宮
昭
一
氏
二
戦

時
戦
後
体
制
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
っ
て
現
代
社

五

０
．
０
，
ぷ
。
へ
。
。
ｕ
９
ｐ
－
Ｑ
ｐ
。
Ⅵ
四
ｍ
『
］
Ⅳ
勺
少

（谷し：一色一一一
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会
の
シ
ス
テ
ム
統
合
の
歴
史
的
起
点
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
総

力
戦
体
制
と
社
会
の
変
容
と
い
う
局
面
を
重
視
し
た
い
。
曰
本
に

お
け
る
総
力
戦
体
制
の
本
格
化
は
曰
中
戦
争
の
開
始
に
は
じ
ま

り
、
侵
略
戦
争
の
進
行
お
よ
び
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
の
確
立
と
軌
を

一
に
し
て
い
た
。
総
力
戦
体
制
は
、
旧
来
の
武
力
戦
の
み
の
戦
争

で
は
な
く
帝
国
主
義
時
代
に
お
け
る
国
家
の
総
力
を
挙
げ
て
の
苛

酷
な
戦
争
を
戦
い
抜
く
た
め
に
、
人
的
資
源
と
さ
れ
た
全
て
の
国

民
と
物
的
資
源
を
有
機
的
か
つ
有
効
的
に
統
制
・
動
員
す
る
た
め

の
体
制
を
意
味
し
た
。
本
格
的
な
総
力
戦
体
制
の
構
築
を
意
識
し

た
指
導
層
は
、
必
要
な
限
り
に
お
い
て
近
代
社
会
が
孕
ん
で
い
た

階
層
性
や
格
差
を
解
消
し
、
ま
た
社
会
的
紛
争
・
排
除
を
除
去
し
、

全
て
の
国
民
を
戦
争
遂
行
の
た
め
に
社
会
的
機
能
の
主
体
と
し
て

の
自
発
性
を
ひ
き
だ
し
、
統
合
・
組
織
し
よ
う
と
試
み
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
社
会
的
レ
ベ
ル
に
お
い
て
強
制
的
な
画
一
化
、
均
質
化
、

混
住
化
、
工
業
化
、
福
祉
化
が
進
行
し
て
い
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
二
つ
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
｜
っ
は
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
支
配
の
ひ
と
つ
と
し
て
の
自
主
的
団
体
の
解
体
お
よ
び
排

除
な
き
上
か
ら
の
国
民
再
組
織
と
し
て
の
側
面
が
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
部
落
と
部
落
外
の
曰
常
的
な
接
触
機
会
の
拡
大
を
促
し
た

が
、
か
え
っ
て
差
別
事
件
を
発
生
ざ
せ
総
力
戦
体
制
下
の
フ
ァ
シ

ズ
ム
支
配
の
矛
盾
・
阻
害
要
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
二
つ
は
、

社
会
的
格
差
の
解
消
お
よ
び
生
活
上
の
平
等
の
実
現
と
い
う
側
面

憲
高
第
九
九
五
号

事
変
発
生
以
来
水
平
社
ノ
差
別
問
題
ヲ
緯
ル
軍
事
関
係
紛
争

事
件
ノ
状
況
二
関
ス
ル
件
報
告
（
通
牒
）

昭
和
十
三
年
十
二
月
十
六
日

憲
兵
司
令
官
田
中
静
壹

首
題
の
件
左
記
報
告
（
通
牒
）

左
記

「
一
般
状
況

事
変
発
生
以
来
本
年
十
一
月
二
至
ル
間
、
憲
兵
ノ
知
得
セ
ル
水
平
社

（
マ
マ
）

ノ
差
別
問
題
ヲ
ル
軍
事
関
係
紛
争
事
件
ハ
、
軍
内
外
ヲ
通
シ
一
二
十

一
、
「
事
変
関
係
差
別
紛
争
事
件
調
」

（
表
紙
）⑬ 鵬
腋
差
別
紛
争
事
件
調

を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
は
部
落
住
民
や
全
国
水
平
社
の
国
家
・
国

策
へ
の
同
意
・
協
力
を
引
き
出
す
だ
け
で
な
く
、
融
和
教
育
の
本

格
化
な
ど
積
極
的
な
権
力
側
の
部
落
差
別
へ
の
対
応
を
生
み
出
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
部
落
差
別
の
社
会
的
・
経
済
的
側
面
を

捨
象
し
て
観
念
的
・
心
理
的
側
面
の
み
に
限
定
す
る
傾
向
を
も
ち
、

ま
た
差
別
事
件
と
そ
れ
を
生
み
出
す
差
別
観
念
や
意
識
の
解
消
を

国
家
目
的
の
手
段
と
し
、
さ
ら
に
部
落
住
民
の
自
覚
や
主
体
的
行

動
を
抑
圧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
の
顕
在
化
を
抑
止
し
た
だ
け

に
過
ぎ
ず
、
部
落
問
題
を
解
決
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

（
凡
例
）

｜
、
固
有
名
詞
以
外
は
、
原
則
と
し
て
漢
字
の
異
字
・
俗
字
・

略
字
な
ど
は
新
字
体
に
改
め
た
。

二
、
原
文
は
旧
仮
名
遣
い
で
あ
る
が
、
誤
り
も
原
文
の
ま
ま
と

し
た
。
ま
た
誤
字
・
脱
字
は
訂
正
せ
ず
横
に
寺
二
を

付
し
た
。

三
、
句
読
点
は
適
宜
付
し
、
濁
点
の
有
無
は
原
文
の
ま
ま
と
し

た
。

八
件
ニ
シ
テ
必
ス
シ
モ
激
増
シ
ア
リ
ト
ハ
認
メ
ラ
レ
ス
。
特
二
軍
内

事
件
僅
少
ナ
ル
ハ
喜
フ
ヘ
キ
ナ
リ
ト
謂
ウ
ヘ
シ
。
而
シ
テ
其
ノ
多
ク

ハ
一
般
国
民
ノ
賤
視
観
念
二
基
ク
習
慣
的
不
用
意
ノ
言
動
及
上
部
落

民
ノ
偏
見
二
起
因
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
其
ノ
性
質
内
容
ハ
｜
般
二
単

純
ニ
シ
テ
特
二
悪
質
ノ
モ
ノ
ハ
少
キ
モ
、
中
ニ
ハ
名
誉
ア
ル
護
国
ノ

英
霊
ヲ
冒
涜
シ
、
或
ハ
出
征
軍
人
ヲ
侮
蔑
ス
ル
カ
如
キ
寒
心
一
一
堪
エ

サ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
又
地
域
的
｜
一
之
ヲ
観
レ
ハ
比
較
的
近
畿
、
四
国
、
関

東
、
北
九
州
ノ
各
地
方
一
一
多
シ
・
然
し
ト
モ
殆
ン
ト
大
部
当
局
ノ
斡
旋

及
当
事
者
間
ノ
諒
解
等
二
依
り
局
地
的
一
一
円
満
解
決
ヲ
見
夕
リ
。

二
、
軍
内
二
船
ケ
ル
状
況

軍
内
二
発
生
セ
ル
モ
ノ
ハ
七
件
ニ
シ
テ
事
件
ノ
内
容
何
レ
モ
賤
称
問

（
マ
マ
）

題
ヲ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
、
其
ノ
性
質
単
純
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
所
属
部
隊

幹
部
、
憲
兵
等
ノ
調
停
若
ハ
懇
諭
又
ハ
当
事
者
間
ノ
諒
解
一
一
依
り
円

満
解
決
セ
リ
。
一
一
一
一
口
動
者
ハ
下
士
官
、
兵
五
、
工
員
一
ニ
シ
テ
大
部
分
ハ

応
召
者
ナ
リ
。
又
其
ノ
原
因
動
機
ハ
軍
隊
外
二
紗
ケ
ル
モ
ノ
ト
同
様

何
レ
モ
当
事
者
ノ
賤
視
観
念
二
胚
胎
ス
ル
不
用
意
ノ
差
別
的
一
一
一
一
自
動
一
一

因
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
特
二
悪
質
ノ
モ
ノ
又
ハ
軍
紀
上
忌
ム
ヘ
キ
モ
ノ

ナ
シ
。
事
例
別
紙
第
一
ノ
如
シ
・

三
、
軍
外
ノ
状
況

Ｈ
事
件
ノ
内
容

事
件
ノ
内
容
ハ
三
十
一
件
中

戦
死
者
侮
辱
問
題
ヲ
緯
ル
紛
争

八
件
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廃
、
部
落
民
解
放
ノ
階
級
闘
争
主
義
ヨ
リ
日
本
主
義
的
精
神
運
動
一
一

転
向
ヲ
表
明
シ
、
所
謂
時
局
順
応
ノ
態
度
ヲ
持
シ
ア
リ
シ
カ
、
這
般
ノ

全
国
大
会
一
一
紗
テ
「
事
変
以
来
軍
関
係
ヲ
緯
ル
差
別
問
題
激
増
シ
ッ

ッ
ァ
リ
」
ト
称
シ
再
上
従
前
ノ
通
り
差
別
撤
廃
問
題
ヲ
取
上
ヶ
、
特
一
一

「
軍
事
関
係
差
別
根
絶
二
関
ス
ル
件
」
ヲ
協
議
シ
、
軍
部
其
他
各
方
面

一
一
陳
情
ス
ル
等
活
発
ナ
ル
運
動
ヲ
開
始
ス
ル
ー
ー
至
レ
ル
ヲ
以
テ
（
昭

和
十
三
年
十
二
月
一
日
憲
高
第
九
五
三
号
参
照
）
、
軍
隊
二
紗
テ
モ
応

召
者
多
キ
実
情
二
鑑
ミ
、
幹
部
以
下
ノ
言
動
ヲ
慎
重
ナ
ラ
シ
メ
策
動

二
乗
セ
ラ
レ
サ
ル
様
注
意
ノ
要
ア
リ
ト
認
ム
。

発
送
先

陸
軍
大
臣
陸
軍
次
官
兵
務
局
長
医
務
局
長
兵
務
課
長

教
育
総
監
部
本
部
長

内
地
各
隊
長

別
紙
第
一

水
平
社
ノ
差
別
問
題
ヲ
緯
ル
紛
争
事
例
（
軍
内
）

一
、
賤
称
ヲ
緯
ル
紛
争
事
例

出
征
軍
人
侮
辱
問
題
ヲ
続
ル
紛
争

五
件

歓
送
迎
ヲ
続
ル
紛
争

六
件

戦
死
者
ノ
葬
儀
ヲ
驍
ル
紛
争

三
件

軍
隊
宿
営
ヲ
続
ル
紛
争

六
件

賤
称
問
題
ヲ
緯
ル
紛
争

三
件

ナ
リ
。
而
シ
テ
一
般
二
単
純
ニ
シ
テ
特
二
悪
質
ノ
モ
ノ
ナ
シ
。

ロ
事
件
ノ
原
因
動
機

紛
争
ノ
原
因
動
機
二
就
イ
テ
之
ヲ
観
レ
ハ
、
左
ノ
如
ク
其
ノ
多
ク

ハ
当
事
者
ノ
不
用
意
ナ
ル
差
別
的
言
動
二
因
ル
部
落
民
ノ
偏
見
一
一

基
ク
モ
ノ
ナ
リ
。

差
別
的
言
動
二
因
ル
モ
ノ

一
六
件

差
別
的
処
置
二
因
ル
モ
ノ

七
件

偏
見
二
基
ク
モ
ノ

八
件

然
し
ト
モ
更
二
之
ヲ
内
面
的
二
観
察
ス
レ
ハ
、
差
別
的
言
動
乃
至

処
遇
ノ
因
テ
来
ル
所
ハ
一
般
国
民
ノ
間
二
永
年
二
亘
リ
培
ハ
レ
タ

ル
因
襲
二
基
キ
平
素
抱
懐
セ
ル
潜
在
意
識
ノ
不
知
不
識
ノ
間
、
不

用
意
二
表
現
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
多
ク
故
意
又
ハ
計
画
的
二
出
ツ
ル

（
マ
マ
）

モ
ノ
ハ
少
キ
カ
如
シ
、
又
他
面
部
落
民
ノ
誤
解
ハ
之
ト
対
的
二

多
年
醸
成
セ
ラ
レ
タ
ル
偏
見
二
因
ル
モ
ノ
ト
思
料
セ
ラ
ル
。

口
事
件
発
生
場
所

地
域
的
二
之
ヲ
観
レ
ハ
、
前
述
ノ
如
ク
由
来
水
平
運
動
ノ
盛
ナ
ル

地
方
ニ
比
較
的
多
キ
ハ
首
肯
セ
ラ
ル
ル
所
ニ
シ
テ
、
更
二
府
県
別

１
 

場
所
一

闇
ヲ
受
ケ
扮
岸

閣
艶
劉
鱒
跡
鋒
穿
肺
叫
串
〒
河
口
睦

件
数
ヲ
挙
ク
レ
ハ
京
都
府
ノ
五
件
ヲ
最
多
ト
シ
、
滋
賀
四
件
、
徳

島
、
福
岡
、
群
馬
各
三
件
、
福
井
、
愛
媛
、
香
川
各
二
件
、
千
葉
、

埼
玉
、
東
京
、
富
山
、
兵
庫
、
佐
賀
、
熊
本
各
一
件
ト
ス
。

四
事
件
ノ
性
質
及
解
決
状
況

事
件
中
特
二
悪
質
、
執
勤
ナ
ル
モ
ノ
ナ
キ
モ
、
客
年
十
月
京
都
府
下

一
一
紗
ケ
ル
女
子
青
年
学
校
生
徒
ノ
戦
死
者
侮
辱
言
動
事
件
ハ
全
国

的
二
発
展
紛
糾
セ
ン
ト
セ
リ
。
然
し
ト
モ
大
部
分
ハ
事
変
ノ
影
響

一
一
依
り
部
落
側
ノ
態
度
比
較
的
穏
健
ナ
リ
シ
為
全
国
或
ハ
｜
地
方

一
一
広
ク
波
及
セ
ル
モ
ノ
ナ
ク
、
何
レ
モ
局
地
的
二
円
満
解
決
ヲ
見

夕
リ
。
而
シ
テ
当
事
者
間
ノ
諒
解
二
依
ル
解
決
一
二
件
、
憲
兵
、
警

察
官
其
他
二
砂
テ
斡
旋
解
決
シ
タ
ル
モ
ノ
一
六
件
ニ
シ
テ
其
解
決

ハ
何
レ
モ
適
切
二
行
ハ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
ル
ル
モ
、
尚
未
解

決
三
件
ア
リ
。
事
例
別
紙
第
ニ
ノ
如
シ
。

四
、
所
見

状
況
以
上
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
必
ス
シ
モ
多
発
ノ
傾
向
ア
リ
ト
ハ
思
料
セ

ラ
レ
サ
ル
モ
、
筍
モ
名
誉
ア
ル
護
国
ノ
英
霊
二
対
シ
侮
辱
的
一
一
一
一
口
動
ヲ

ナ
ス
力
如
キ
ハ
其
ノ
原
因
動
機
ノ
如
何
二
拘
ラ
ス
寒
心
一
一
堪
エ
サ
ル

モ
ノ
ア
リ
テ
、
今
ャ
事
変
ノ
新
段
階
二
伴
上
銃
後
結
束
ノ
要
愈
§
切

ナ
ラ
ン
ト
ス
ル
秋
、
其
ノ
影
響
ス
ル
処
甚
大
ナ
ル
ニ
鑑
ミ
之
力
指
導

ヲ
一
層
強
化
徹
底
シ
、
以
テ
軍
内
ハ
勿
論
一
般
二
斯
種
不
祥
事
ノ
絶

滅
ヲ
期
ス
ル
ヲ
要
ス
。
尚
舷
二
注
意
ス
ヘ
キ
ハ
最
近
二
砂
ケ
ル
全
国

水
平
社
ノ
動
向
ニ
シ
テ
、
即
チ
全
水
二
砂
テ
ハ
曇
二
従
来
ノ
差
別
撤

｜』

曰
鄭
壁
琢
一
ハ
蝕
函
今
夕
．
／
騨
廊
己

祭
副
（
二
斗
懐
シ
タ
ル
一
二
一
口
凹
図

智
〆
、
画
丑
洛
出
身
一
共
五
名
ト
｜
テ
韓
」
庇
趨
諏
決

叩
間
ノ
上
昭

リ
ノ
卿
師
落

十
浬
野
居

月発

日生

場所

事件ノ慨要
解決状況（又ハ処置）

●戦地二紗テ戦友ヨリ差別言辞ヲ受ケ紛争ス上海戦線参加中召集兵一ハ

一○、二 八月頃

陸軍被服本
廠

歩兵第四十三連隊

●被服本廠女工間ノ差別言辞
（ママ）ヲ乱弾ス

女工直下タケ子ハ同中原チエー一対シ差別言辞ヲ弄シタルタメ、被差別者ノ近親者（ママ）ハ差別者ノ両親ヲ乱弾スルト共二本籍地高田市長二善
処方陳情ス

●演習中ノ差別言辞二関シ中隊長二上申ス
召集兵飯沼某ハ部落付近一一テ演習中、橋田某力差別言辞ヲ弄シ、且四本指ヲ提示セルヲ現認中隊長二上申ス

本人同志ノ諒解ニ依り解決
ス

中隊長二砂テ両者ヲ懇諭解決セシム

戦友力「チャンコロノ部落昭三鰹螂“翰騨躰箭糊鰄鱸妙八月頃大坪隊共二詰問ノ上殴打セルカ、部隊長ノ斡旋ニ依り解決ス附記本件ハ某力帰還後警察側二洩シタル言動ナリ
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別
紙
第
二

（
マ
マ
）

水
平
社
ノ
差
別
問
題
ヲ
ル
紛
争
事
例
（
軍
外
）

｜
、
戦
死
者
侮
辱
問
題
ヲ
緯
ル
紛
争

〔
）
、
一
一
畔
叶
産
扇
巨
不
冨 ： 

Ｉ 
落
出
身
兵
聞
知
シ
病
院
長
二
善

処
方
陳
情
ス

田
玩
ノ
０
へ
」
六
・
ロ
ラ
可
凹
企
已

自
用
望
ヲ
畦

靭
死
一
壱
二
制
亘
ス
ル
侮
舅
等
一
一
一
一
口
瀞
争
老

邑
曰
壷
狙
Ⅱ
／
々
／
ル
世

已
回
摩
顕
旧
二
」
か
『
、
ン
｜
歴
毛

幽
圏
マ
サ
／
し
準
鹿

靭
戸
冗
主
デ
エ
ー
ー
プ
ニ
ロ
副
葬
主
已

Ｉ
 

解
決
状
況
一

（
又
ハ
処
置
）
’

九
、
二
五

○ 

●
戦
傷
患
者
ノ
差
別
言
辞
二
関
シ

病
院
長
二
陳
情
ス

一○、四鯛山陸軍病戦傷患者（兵）一ハ雑談中
「
大
阪
ノ
ヂ
ャ
ン
ノ
、
長
屋
ハ

特
殊
ダ
カ
ラ
気
持
ガ
悪
イ
」
ト

語
リ
タ
ル
ヲ
、
居
合
セ
タ
ル
部

￣ 

￣ 

￣ 

、

○ 
、

姫
路
陸
軍
病

院京
都
府
相
楽

郡
中
和
束
村

千
葉
県
山
武

郡
士
気
本
郷

町
士
気

●
召
集
兵
ノ
差
別
言
辞
二
関
シ
病

院
幹
部
二
陳
情
ス

召
集
兵
一
ハ
奉
仕
作
業
中
ノ
女

子
青
年
団
員
ノ
傍
二
砂
テ
、
居

合
セ
タ
ル
患
者
二
「
ア
レ
等
ハ

違
フ
ノ
ダ
」
卜
同
女
子
等
力
部

落
民
ナ
ル
コ
ト
ヲ
語
り
侮
辱
シ

タ
ル
タ
メ
、
入
院
中
ノ
部
落
出

身
患
者
二
名
ハ
病
院
幹
部
二
上

申
シ
、
部
落
側
二
砂
テ
モ
表
面

化
ス
ヘ
ク
憤
激
セ
ル
カ
下
記
処

置
ニ
依
り
解
決
ス

●
戦
死
者
二
対
ス
ル
青
年
学
校
生

徒
ノ
差
別
言
動
二
絡
ル
紛
争

青
年
学
校
女
生
徒
二
名
ハ
教
室

二
紗
テ
部
落
出
身
戦
死
者
二
対

シ
「
笠
置
ハ
笠
置
ダ
ケ
レ
ド
モ

「
シ
モ
タ
ヤ
」
デ
ス
云
々
」
ト

差
別
言
辞
ヲ
弄
シ
タ
ル
ヲ
以

（
マ
マ
）

テ
、
全
水
京
都
府
県
二
舩
一
ア
ハ

部
落
出
身
軍
人
ノ
士
気
二
関
ス

（
マ
マ
）

ル
重
大
問
題
ナ
リ
ト
乱
弾
運
動

ヲ
起
シ
全
国
的
二
波
及
セ
ン
ト

シ
タ
ル
カ
、
府
社
会
課
、
村
、

警
察
、
学
校
各
当
局
ノ
努
カ
ニ

依
り
一
切
ヲ
警
察
署
長
一
二
任

シ
解
決
ス

●
戦
死
者
二
対
シ
差
別
的
言
動
ヲ

弄
シ
タ
ル
町
会
議
員
ヲ
糺
弾
ス

町
会
議
員
鈴
木
某
ハ
部
落
出
身

戦
死
者
葬
儀
二
関
シ
「
パ
ン
タ

ャ
カ
ー
ポ
」
力
十
ヶ
寺
（
名
刹
）

二
葬
ラ
レ
ル
様
ニ
ナ
ッ
タ
云
々

橋
ヲ
「
プ
ー
ノ
ー
」
ト
呼
フ
タ

メ
他
ノ
隊
へ
編
入
替
ヲ
希
望
ス

ル
旨
実
父
二
洩
シ
、
実
父
ハ
部

落
民
二
之
ヲ
伝
へ
憤
慨
ス

兵
ノ
近
親
者
及
部
落
民
等
ハ
之

（
マ
マ
）

ヲ
乱
弾
セ
ン
ト
ス

憲
兵
ハ
部
落
一
一

砂
ケ
ル
郷
軍
幹

部
ヲ
招
致
シ
時

局
柄
紛
争
ノ
不

可
ヲ
説
キ
部
落

民
ヲ
指
導
シ
解

決
セ
シ
ム
一

方
、
病
院
側
ニ

モ
警
告
セ
リ

尚
全
水
京
都
府

連
ハ
陸
軍
大
臣

及
連
隊
区
司
令

官
二
上
申
書
ヲ

提
出
セ
ン
ト
セ

シ
ヲ
以
テ
、
憲

兵
懇
論
シ
中
止

セ
シ
ム

警
察
当
局
二
紗

テ
言
動
者
ヲ
厳

諭
謝
罪
セ
シ
ム

昭一三六、二七
姫路市桑木本部隊永田部隊藤

井隊

●差別言動者ダル召集下士官二直接面会問責ス召集下士官一ハ面会所二舵テ「自分ノ村カラハ此レ（指四本ヲ示ス）ト自分トー人ダ」ト差別言辞ヲ弄シタルヲ以テ、居合セタル部落民｜及部落出身兵一ヨリ詰問セラレタルカ、更二部落民代表者三名ハ六月三十日直接同下士官二面会ヲ求〆問責セルタメ、遂二陳謝スルト共二将来融和ノタメ尽力スヘキ旨誓上円満解決ス
部落代表者及同下士官ヲ憲兵二紗テ説諭ノ上所属長二

通報ス

九、九歩兵第四十九連隊

九、九

九連隊

●戦友一同ヨリ侮辱サレ編入替希望ヲ洩ラス部落出身召集兵高橋某ノ戦友ハ屠場掃除夫某ヨリ「高橋ハ自分ノ友人ナル旨」聞知スルャ、高橋二対シ「屠場ノ人夫カラ呼捨一一サレル位ダカラアレ以下ダラウ」ト侮辱シ、以来戦友一同高
視察中視察中

昭一二九、一九
月発

日生

埼玉県八間郡太田村 場所

●戦死者二対スル差別言動者
ヲ

糺

弾ス

新井某ハ部落出身高松軍曹戦死ノラヂオ放送ヲ聴キ「彼ハチヨーリンポーダ云々」卜差別言辞ヲ弄シタルヲ以テ、警察当局二紗テハ新井某ヲ説諭シタルカ、部落側ハ警察ノ処置糊塗的ナリト抗議ヲ申込ミ紛争ス 事件ノ慨要
警察当局ノ斡旋ニ依り差別者ノ地元ダル川越市長区長及差別者等戦死者ノ葬儀二会葬シタル為円満解決ス 解決状況（又ハ処置）

一○、一群馬県邑楽郡小泉町

一○
、

●戦死者二対スル侮辱言動者ヲ糺弾セントス洋品商岡田ヤスハ戦死者上松一等兵力素行悪ク前科アル旨語リタル為メ、同一等
警察当局二紗テ言動者ヲ厳諭謝罪セシム
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十
源
み
』
や
ン
、
〆
弼
明
排
球

； 

二
、
出
征
軍
人
侮
辱
問
題
ヲ
驍
ル
紛
争

膣
』
一
一
一
｜
石
圧
国
川
目

瀧
談
中
一
部
落
出
身
兵
ハ
白

。
。
出
勺
白
田

Ｕ
研
列
二
一
宿
国
己

」
則
、
一
三
口
野
玖
つ
ノ
Ⅲ
ソ
ト
０
額

四
‐
Ｔ
ｍ
｜
住

鄙
｜
言
動
老
旨
回

｜解決状呪Ⅱ「
「
卜
Ⅸ
い
Ⅷ
僧
Ｆ
’

固
］
儲
ロ
ノ
さ

…
鬮

一

一一

一

○ 
、 八、一七

滋賀県愛知郡日技村 愛媛県温泉郡小野村

●村吏員力差別言動並取扱ヲ為シタリト糺弾ス動員下令二際シ「村兵事係ガ「大原ガラ前田初三ノ『ヤシ」ト某ト三人ノ「ヤシ』力出征スル」ト部落出身者ニノミ「ヤシ」卜呼称シ、更二吏員一ハ出征兵出発二際シ駅二紗テ一般ノモノニハ懇二慰問シ部落出身者ニハ発車前僅二挨拶シタルニ過キサルハ差別取扱ナリ」卜村当局ヲ糺弾ス ●出征兵差別言動者ヲ糺弾セ
ントス

出征兵見送二際シ某女ハ指四本ヲ示シ「コレガ出ルノョ」ト差別言動ヲ弄シタルヲ糺弾セントス

村長ノ陳謝ニョリ解決ス 警察当局二船テ両者ヲ懇諭ノ上言動者ヲシテ謝罪セシ
ム 処、「都合ガ悪ルカラウ」卜表セシメ解決述べダル如ク曲解シ言動者ス

ヲ詰問糺弾ス

二昭
、

七三

＝＝－－ 
￣ 

一

一

、

東京府葛飾郡亀有町 滋賀県栗太郡老上村

●戦死者二対シ差別言辞ヲ弄シタル国婦幹部ヲ糺弾ス国防婦人会副長森田某ハ部落出身戦死者二関シ「中山サンハ出征時「カポ」（新平民ノ神社）二参拝シダ丈ケテ此方ノ神社二参拝シナカッタカ、若シ参ツテ居タラ戦死シナカッタダロウ云々」ト洩シタルヲ以テ糺弾ス ●戦死者二対シ侮辱言辞ヲ弄シタル郷軍班長ヲ糺弾ス郷軍班長某ハ飲酒雑談中部落出身戦死者二関シ「戦死スル様ナ奴ハ（ザマャ）（罪ガ当ツタトノ意）」ト放言シタルヲ以テ、部落民ハ「平素ノ差別観念二胚胎ス」卜
憤激シ糺弾ス

警察当局二紗テ言動者ヲ厳諭謝罪セシム 警察当局二紗テ言動者ヲ厳諭シ、郷軍分会ハ役員ヲ更
迭ス

ト差別言辞ヲ弄シタルヲ以（ママ）テ、部落民大会ヲ開キ乱弾
セントス

十二月頃
四一

○ 
、

佐賀県神崎郡西郷村 徳島県那賀郡桑野村

●部落出身者ナルヲ理由トシ出征ノ留守中妻ヲ離婚セシ
メントス

貞島某ハ子テョリ長女チサト部落出身者ダル安方重郎トノ婚姻二反対シ居タルカ（両名ハ自由結婚）、事変二際シ安方力出征セルヲ奇貨トシチサヲ連戻シタル上離婚書類ヲ戦地二送付セルヲ以テ、安方ノ実家側二砂テハ全水中央委員長ノ応援ヲ求メ糺弾セントセルモ、本人ノ希望一一ヨリ凱旋迄保留スルコトトナレリ ●出征軍人差別言動者ヲ糺弾
ス

自動車助手某ハ部落出身者池田上等兵ノ奮戦記事（新聞）ヲ運転手某二示シタル処、運転手某ハ「ソレハ此ダ」ト指四本ヲ示シタルヲ部落民現認糺弾ス

警察当局二紗テ調停二努力セルカ、妻女ハ復縁ノ意志ナシ（未解決） 言動者ノ使用主ノ陳謝ニョリ解決ス

月発

日生

場所

ロ事件ノ慨要
解決状況（又ハ処置）

昭一二福岡県企救八、二郡企救町
昭一二八、二

●出征軍人差別言動アリト誤
解シ紛争ス

川上フュ子（四十四年）ハ雑談中「部落出身兵ハ自宅ノ近所二宿営スルヲ以テ都合ガ良カラウ」卜話シタル
警察当局二紗テ部落側ヲ懇諭スルト共二、言動者側ヲシテ遺憾ノ意ヲ

四、一九 三、五
郡
楽
島
村

徳
島

農
植 群馬県群馬（ママ）郡鳥村

●戦死者二対スル差別言動者
ヲ糺弾ス

戦死者ノ町葬二会葬セル某ハ同行者二対シ「アレハ此レヂヤ」卜指四本ヲ示シタルヲ、部落民現認シ糺弾ス ●戦死者二対スル差別言動者
ヲ糺弾ス

戸越某ハ部落出身戦死者ノ村葬二関シ「チョーリンポーダカラ分ガ過ギル云々」ト差別言動ヲ弄シタル為〆
糺

弾セラル

言動者ノ謝罪ニョリ解決ス 警察当局二紗テ双方ヲ懇諭
ス
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三
、
歓
送
迎
ヲ
緯
ル
紛
争

四
、
葬
儀
ヲ
績
ル
紛
争

五、一一○｜洲關槻柵洲

部
落
二
国
腹
ヲ
掲
鞠

出
征
兵
ノ
武
運
長
久
祈
願
祭
一
一

舷
テ
出
征
兵
中
挨
拶
者
ノ
人
選

一
一
不
満
ヲ
抱
キ
居
ダ
ル
処
、
更

一
一
出
征
兵
ノ
｜
人
力
部
落
出
身

出
征
兵
二
対
シ
「
オ
前
ハ
何
処

ノ
者
タ
」
ト
放
言
シ
タ
ル
為
、

極
度
二
憤
慨
シ
差
別
行
為
ナ
リ

ト
主
張
シ
双
方
混
乱
紛
糾
ス

解
決
状
況

（
又
ハ
処
置
）

村
長
仲
裁
シ
和

解
セ
シ
ム

昭
、

一

七

○ 
、

愛
媛
県
今
治

市
別
宮

群
馬
県
邑
楽

郡
小
泉
町

●
出
征
兵
ノ
武
運
長
久
祈
願
祭
二

際
シ
紛
争
ス

●
凱
旋
兵
二
対
シ
差
別
言
動
ヲ
弄

シ
タ
ル
婦
人
会
員
糺
弾

国
防
婦
人
会
員
某
ハ
凱
旋
兵
出

迎
二
際
シ
同
億
二
向
上
「
稲
本

サ
ン
ハ
此
レ
（
指
四
本
ヲ
示
乙

タ
カ
ラ
特
二
出
迎
へ
ネ
ハ
ナ
ラ

ヌ
」
ト
洩
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
部

落
出
身
婦
人
会
員
ハ
全
部
脱
退

シ
紛
糾
セ
ン
ト
ス

●
出
征
軍
人
見
送
二
差
別
処
遇
ア

リ
ト
曲
解
村
長
ヲ
糺
弾
ス

部
落
出
身
兵
一
力
村
民
見
送
二

際
シ
自
己
ノ
都
合
ニ
テ
退
場
シ

見
送
ノ
列
二
加
ハ
ラ
サ
リ
シ
ヲ

曲
解
シ
、
一
般
村
民
ヲ
シ
テ
共

二
見
送
ラ
シ
メ
サ
リ
シ
ハ
差
別

処
遇
ナ
リ
ト
村
長
ヲ
糺
弾
ス

上
二
小
国
旗
ヲ
掲
飾
ス
ル
ニ
当

り
、
部
落
二
掲
飾
セ
サ
ル
ハ
差

別
取
扱
ナ
リ
ト
町
長
二
抗
議
ス

市
社
会
課
長
調

停
シ
、
言
動
者

謝
罪
ス

村
長
ノ
説
明
一
一

依
り
諒
解
ス

二
、
直
二
国
旗

ヲ
掲
飾
セ
ル
ヲ

以
テ
諒
解
ス

藁

八
， 

五 昭一二七、二九
月発

日生

熊本県鹿本郡田代村 京都市下京区皆山学区 場所

●出征軍人ノ見送差別的ナリト村当局ヲ糺弾ス出征軍人見送二際シ村長ハ一般応召者ハ自動車ニテ見送り部落出身者ハ汽車ニテ見送りタルハ差別処遇ナリト憤慨シ抗議ヲ申込ム ●送別式二招待セサリシハ差別ナリト糺弾ス部落出身出征兵某ハ予テ分会費未納ノタメ郷軍分会ヨリ除名サレ居ダル上他区ヨリ出征通知ヲ受ケタルヲ以テ送別式二招待セサリシ処、差別行為ナリトシ分会長並公同組合長ヲ糺弾セリ 事件ノ慨要
村長ノ説明ニ依り部落側ノ誤解ナルコト判明解決ス 本人出征ノ為〆未解決 解決状況（又ハ処置）

（ママ）八、一一一○繩馴鵬町波

●部落二国旗ヲ掲飾セサルハ差別ナリト抗議ス（ママ）出征兵歎送

ノタメ町内街路
町長ハ他意ナカリシ事由ヲ説明スルト共

－－昭
○ 

、 ￣ 

￣ 

月発

日生

滋賀県大上郡磯太村 場所

●戦死者ノ葬儀ヲ「エタ」ノ家ヨリ出スハ不可ナリト称シタルタメ紛争ス戦死者ノ妻ハ部落民一一シテ其ノ家ハ妻ノ弟ノ名義ナルヲ以テ、戦死者ノ近親者某ハ親族会議席上「名誉ノ戦死者ノ葬儀ヲ「エタ」ノ家ヨリ出スハ不可ナリ」ト放言シタル為紛争ヲ生ス 事件ノ慨要
言動者陳謝シ且妻ノ実家ヨリ葬儀ヲ出スコトーー決定解

決ス
解決状況（又ハ処置）

八
、

○ 

昭一三四、一五

福井県三方郡平村 徳島県麻植郡楽鳥村

●戦死者葬儀二当り村当局二差別処遇アリト糺弾ス戦死者二名ノ村葬ニ当り宗派相違セルタメ各別二執行セルカ、高木某ノ際ハ村長以下各来賓ノ焼香アリタルーー、部落出身者ノ際ハ村長ノ焼香ノミーーシテ寂蓼ナリシハ村当局力差別シタルモノナリトシ村長二抗議紛争
ス

●村葬二当り部落出身戦死者ヲ差別セントセシ村会議員
ヲ

糺

弾ス

村会議員某ハ戦死者合同葬二当り部落出身戦死者ノ週骨ヲ下位二セント策動セルヲ以テ、県社会課二善処方
陳情ス

村長陳謝シ円満解決ス 未解決
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六
、
賤
称
其
他

五
、
宿
営
ヲ
緯
ル
紛
争

回
一
度
郡
象
郷
村
一
動
員
部
家
宿
営

Ｃ
、
一
一
香
川
県
仲
多
一
差
引
一
庁
湾

都
遠
敷
村
一
帰
還
兵
和
久
田
某
ハ
出
征
談
士

腫
仕
凸
宗
一
園
轍
取

ル
ヲ
突
然
他
部
隊
二
変
更
シ
タ

ル
ハ
差
別
行
為
ナ
リ
ト
軍
隊
側

及
村
当
局
二
抗
議
セ
ル
カ
、
軍

ノ
都
合
一
一
依
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
他

意
ナ
キ
旨
説
明
サ
レ
表
面
諒
解

シ
タ
ル
モ
、
内
心
多
大
ノ
不
満

ヲ
抱
キ
ア
ル
モ
ノ
、
如
シ

副
越
洛
ハ
ホ
ス
犀
喧
一
卜
雷
エ
ナ
ル
タ
メ
』
白

勵
二
全
曰
プ
麹
鄙

←
■
可
口
上
一

始
一
三
一
一
兵
憲
一
県
冬

動
員
部
蛍
エ
眉
営
二
当
り
一
日
一
甑

勤
曰
園
竝
叩
壁
蟄
旧
全
局
副
些
コ
ヲ
ホ
ヱ
宙

招
ニ
モ
ニ
Ｉ
Ｔ
◎
仁
．
／
釦
印

笙
戸
ラ
鼻

’ 事
由
ヲ
説
明
隙

昭一二八、一一
月発

日生

香川県仲多度郡與北村 場所

●軍使用人一一部落民ヲ使用セサルハ差別ナリト村長ヲ糺
弾ス

第十一師団兵器部二舷ケル人夫臨時傭人二対シ部落民ヲ使用セサリシハ差別待遇ナリト、人夫斡旋者ダル村
長ヲ糺弾ス

事件ノ慨要
村長陳謝ノ上次回二砂テ優先使用ヲ約シタル為解決ス 解決状況（又ハ処置）

一一一，一
七

、

七

福井県遠敷郡遠敷村

●差別的言辞ヲ弄シタル帰還
兵ヲ糺弾ス

帰還兵和久田某ハ出征談中「マルデ機多見タイャッダ
警察当局二紗テ言動者ヲ説諭シ解決ス

七、三一 昭一二七、二八
月発

日生

福岡県企救郡企救町 福岡県企救郡西谷村 場所

●動員部隊宿舎ヲ割当サリシハ差別行為ナリト陳情ス部落出身区長一町会議員一ハ動員部隊宿営二際シ部落一一宿舎ヲ割当テサリシハ差別行為ナリト憲兵二陳情ス ●動員部隊宿舎割当協議会二出席セシメサリシタ〆抗議
ス

動員部隊宿舎割当二関スル区民代表者協議会二部落代表ヲ参加セシメサリシハ差別行為ナリト、村当局ヲ糺弾セント抗議ス 事件ノ慨要
（憲兵介在）

（ママ）

軍機二触レサル範囲二紗テ事理ヲ尽シ説明諒解セシム 村当局ノ釈明ニ依り諒解ス 解決状況（又ハ処置）

一○、一香川県仲多
五

度郡象郷村

一○
五

、

●動員部隊宿舎ヲ割当サルハ差別行為ナリト抗議ス動員部隊宿営二際シ荒井町部落ハ交通不便ナルタメ宿
駐在巡査二紗テ部落代表者ヲ懇諭解決ス

昭一三一、二九
京都市

●軍需工場庶務課長ノ差別言辞ヲ捉へ社長二抗議ス軍指定エ場日本電池株式会社庶務課長ハ部落民ノ職業斡旋ノタメ来社セル際、市社会課員二対シ「部落出身者ハ採用出来ヌ」ト洩シタルタメ、市社会課二紗テハ之重視シ社長二抗議セルカ庶務課長ヨリ失言ヲ陳謝スルト共二、社長ヨリ「該言辞ハ課長個人ノ失言ニシテ会社ノ方針二非ス、現二本社ニハ部落民五名使用シアリ」卜釈明シタルヲ以テ解
決ス

憲兵ハ会社側及市当局二慎重善処方警告
ス

云々」ト語リタルタメ糺
セントス

弾
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態
度
ハ
恰
度
女
郎
ノ
腐
ツ
タ
ノ
カ
エ
タ
コ
ウ
ト
同
ジ
様
ダ
云
々
」

ト
引
例
セ
リ
。
偶
々
聴
講
中
ノ
関
係
部
落
出
身
者
ガ
直
二
詰
問
セ

ン
ト
シ
タ
ル
モ
駐
在
巡
査
二
制
止
セ
ラ
レ
講
演
終
了
後
別
室
ニ
テ

面
接
シ
詰
問
セ
リ
。
其
ノ
後
所
轄
警
察
当
局
ノ
斡
旋
ニ
依
り
両
者

会
見
シ
部
落
関
係
者
ヨ
リ
軍
隊
内
ノ
差
別
問
題
一
一
付
要
望
シ
、
一

方
用
語
ノ
不
注
意
ヲ
謝
シ
解
決
セ
リ

東
京
府

昭
和
十
三
年
二
月

国
防
婦
人
会
分
会
副
会
長
（
婦
人
四
十
六
才
）
ガ
某
女
二
対
シ
「
戦

死
シ
ダ
○
○
サ
ン
ハ
出
征
ス
ル
ト
キ
カ
ポ
ー
ノ
神
社
二
祈
願
シ
タ

ガ
、
此
方
ノ
神
社
二
御
参
リ
シ
テ
居
タ
ラ
戦
死
シ
ナ
カ
ッ
タ
ダ
ロ

ウ
ニ
、
○
○
サ
ン
モ
カ
ポ
ー
ノ
神
社
ハ
嫌
ツ
テ
居
タ
カ
ラ
ョ
サ
シ

テ
居
夕
ラ
ア
ン
ナ
事
ニ
ナ
ラ
ナ
カ
ッ
タ
デ
セ
ウ
」
ト
語
リ
タ
ル
ニ
、

同
所
二
居
合
セ
ル
某
女
等
ヲ
通
シ
関
係
者
ノ
知
ル
ト
コ
ロ
ト
ナ
リ

憤
激
セ
シ
メ
タ
ル
モ
、
所
轄
警
察
署
ノ
配
慮
ニ
依
り
解
決
セ
リ

長
野
県

昭
和
十
三
年
八
月

某
小
学
校
（
融
和
指
定
校
）
高
二
受
持
訓
導
ハ
国
史
ノ
授
業
中
民
族

発
展
移
動
等
二
関
シ
「
弱
小
民
族
ハ
常
二
圧
迫
セ
ラ
レ
下
積
ト
ナ

ル
、
恰
モ
此
ノ
村
ノ
○
○
（
部
落
名
）
ガ
ョ
イ
例
ダ
」
ト
引
例
シ
タ

リ
。
之
ヲ
知
リ
タ
ル
父
兄
ノ
感
情
激
化
シ
問
題
化
セ
ン
ト
シ
タ
ル

ガ
、
学
校
側
ヨ
リ
父
兄
ノ
諒
解
ヲ
得
ル
ー
努
メ
自
然
解
決
ス

栃
木
県

昭
和
十
四
年
一
月

某
小
学
校
高
二
某
ハ
素
行
学
業
共
一
一
不
良
ニ
シ
テ
常
二
同
僚
ヨ
リ

嫌
忌
サ
レ
居
ル
モ
ノ
ナ
リ
シ
ガ
、
偶
々
同
級
生
ヨ
リ
「
カ
ー
ポ
、
チ

ョ
ー
リ
ン
ポ
」
等
悪
罵
セ
ラ
レ
之
ヲ
父
二
告
ゲ
タ
ル
ガ
父
ハ
激
昂

シ
学
校
長
二
面
談
責
任
ヲ
追
及
セ
ン
ト
シ
タ
ル
為
駐
在
巡
査
ノ
懇

諭
二
依
り
｜
応
引
返
シ
タ
リ
、
警
察
当
局
ハ
事
情
ヲ
調
査
シ
学
校

当
局
二
警
告
セ
リ

昭
和
十
四
年
五
月

某
商
業
学
校
控
室
二
舵
テ
遊
戯
中
一
年
生
山
田
ガ
同
級
生
鶴
見
ヲ

二
、
「
最
近
二
於
ケ
ル
差
別
事
件
調
」

（
表
紙
）團

最
近
二
齢
ケ
ル
差
別
事
件
調

ｌ
主
ト
シ
テ
学
校
教
育
社
会
教
育
関
係
Ｉ

三
重
県

昭
和
十
四
年
一
月

某
小
学
校
高
二
西
川
ガ
同
校
尋
五
浅
原
二
対
シ
「
ポ
ケ
ッ
ト
二
手

ヲ
入
レ
ル
ト
イ
ケ
ナ
イ
」
卜
注
意
シ
タ
ル
処
、
浅
原
ハ
西
川
二
対
シ

指
四
本
ヲ
示
シ
「
何
ジ
ャ
エ
タ
」
ト
差
別
言
辞
ヲ
弄
シ
タ
リ
、
此
ノ

事
情
ヲ
知
リ
タ
ル
父
兄
ハ
学
校
当
局
ノ
融
和
二
不
熱
心
ナ
ル
所
以

ト
シ
詰
問
ス
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
村
当
局
二
舷
テ
融
和

講
演
会
ヲ
開
催
シ
善
処
シ
タ
リ

昭
和
十
四
年
四
月

某
小
学
校
尋
五
安
藤
ハ
同
級
生
加
藤
ト
ロ
論
ノ
末
「
エ
タ
ノ
オ
前

等
ハ
明
日
カ
ラ
此
ノ
学
校
二
来
ル
ナ
、
此
ノ
学
校
ハ
ニ
区
ノ
学
校

ダ
」
ト
罵
リ
タ
リ
、
差
別
者
ノ
父
及
受
持
訓
導
ハ
被
差
別
者
宅
ヲ
訪

レ
謝
罪
シ
差
別
問
題
ハ
解
決
シ
タ
ル
ガ
、
関
係
部
落
民
ハ
学
校
当

局
ノ
融
和
教
育
二
不
熱
心
ナ
ル
ニ
不
満
ヲ
有
セ
リ

昭
和
十
四
年
五
月

某
小
学
校
六
年
生
（
女
）
筒
井
ハ
教
室
二
船
テ
実
兄
二
送
ル
ベ
キ
千

人
針
ヲ
作
成
中
同
僚
ヨ
リ
「
西
中
サ
ン
ニ
モ
縫
ツ
テ
賞
ヒ
ナ
」
ト
教

へ
ラ
レ
タ
ル
ニ
、
筒
井
ハ
「
新
平
二
縫
ツ
テ
貰
フ
ト
死
ヌ
、
○
○
サ

ン
ハ
新
平
二
縫
ツ
テ
貰
ツ
タ
ノ
デ
死
ン
ダ
、
家
ノ
人
ハ
新
平
ニ
ハ

縫
ツ
テ
貰
フ
ナ
ト
言
ツ
タ
」
ト
差
別
言
辞
ヲ
弄
シ
タ
ル
事
件
ア
リ
、

校
長
ハ
朝
会
一
一
触
テ
融
和
問
題
ノ
訓
話
ヲ
ナ
シ
解
決
ヲ
図
リ
タ
ル

ガ
、
関
係
部
落
民
ノ
知
ル
ト
コ
ロ
ト
ナ
リ
処
置
ノ
不
徹
底
ヲ
憤
慨

足
払
ヲ
以
テ
倒
シ
タ
ル
処
、
鶴
見
ハ
憤
慨
シ
山
田
ノ
頬
ヲ
殴
打
シ

「
チ
ョ
ー
リ
ン
ポ
ー
ハ
気
ガ
荒
ク
テ
困
ル
ナ
、
帰
リ
ニ
ハ
鉄
拳
ノ

制
裁
ヲ
ヤ
ル
カ
ラ
気
ヲ
付
ケ
ロ
」
ト
言
ヘ
リ
。
同
日
午
後
帰
宅
ノ
際

二
年
生
富
岡
ハ
南
方
ノ
部
落
ヲ
指
シ
テ
「
ア
ノ
辺
ハ
全
部
チ
ョ
ウ

リ
ン
ポ
ウ
ダ
、
チ
ョ
ウ
リ
ン
ポ
ハ
腐
ツ
タ
猫
ャ
犬
ノ
肉
ヲ
食
ツ
テ

シ
マ
フ
、
ア
ノ
辺
ノ
人
ノ
前
テ
チ
ョ
ウ
リ
ン
ポ
ー
ト
言
フ
ト
鉈
デ

追
力
ケ
ラ
レ
ル
ソ
ウ
ダ
カ
ラ
恐
シ
イ
、
又
○
○
市
○
丁
目
ノ
坂
ノ

方
（
前
記
山
田
ノ
居
住
地
）
ニ
モ
チ
ョ
ウ
リ
ン
ポ
ー
ガ
ァ
ル
ソ
ウ

ダ
」
ト
言
上
、
其
ノ
際
鶴
見
モ
「
○
○
ノ
方
ニ
モ
チ
ョ
ウ
リ
ン
ポ
ー

ガ
ア
ル
ソ
ウ
ダ
」
ト
云
ヘ
リ
、
此
ノ
事
情
ヲ
知
リ
タ
ル
実
父
ハ
駐
在

巡
査
二
善
処
方
ヲ
願
出
タ
リ
、
尚
山
田
ハ
翌
日
ヨ
リ
登
校
セ
ズ
、
県

社
会
課
員
及
所
轄
警
察
署
員
ノ
斡
旋
ニ
依
り
左
ノ
通
り
処
置
セ
ラ

レ
タ
リ

ー
、
学
校
長
ヨ
リ
生
徒
二
訓
戒

二
、
差
別
シ
タ
ル
生
徒
出
身
小
学
校
二
対
シ
県
視
学
ヲ
通
ジ
爾
今

斯
ノ
種
ノ
行
為
ナ
キ
様
通
達

三
、
県
社
会
課
員
警
察
署
員
ヨ
リ
差
別
シ
タ
ル
生
徒
二
対
シ
父
兄

同
席
ノ
上
厳
重
訓
示

埼
玉
県

昭
和
十
三
年
十
一
月

国
民
精
神
作
輿
週
間
ノ
行
事
（
県
仏
教
社
会
事
業
協
会
町
支
部
主

催
）
ト
シ
テ
開
催
シ
タ
ル
講
演
会
一
一
船
テ
某
陸
軍
中
将
ガ
「
英
国
ノ
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シ
ッ
ッ
ア
リ
、
所
轄
署
二
紗
テ
関
係
者
ヲ
会
同
セ
シ
メ
懇
談
セ
シ

メ
テ
将
来
融
和
二
努
力
ス
ベ
ク
申
合
セ
タ
リ

和
歌
山
県

昭
和
十
三
年
八
月

某
小
学
校
高
三
女
）
農
業
実
習
中
、
中
岡
ハ
太
田
ト
ロ
論
シ
タ
ル

際
右
手
栂
指
ヲ
折
リ
テ
示
シ
「
ア
ン
ナ
子
二
相
手
ニ
ナ
ン
ナ
」
ト
言

上
、
居
合
ハ
セ
タ
ル
他
ノ
六
名
モ
ロ
々
二
差
別
的
言
辞
ヲ
浴
セ
タ

リ
、
此
ノ
事
情
ヲ
知
リ
タ
ル
父
兄
ハ
憤
慨
シ
差
別
者
ヲ
招
致
徹
底

的
糺
弾
セ
ン
ト
シ
タ
ル
ガ
、
有
志
ノ
斡
旋
ニ
依
り
円
満
解
決
セ
リ

京
都
府

昭
和
十
二
年
十
月

今
次
事
変
二
鮫
テ
戦
死
シ
タ
ル
勇
士
ノ
勇
敢
ナ
ル
行
動
ヲ
報
ジ
タ

ル
新
聞
記
事
二
関
シ
、
某
女
子
青
年
学
校
生
徒
甲
（
十
七
才
）
ガ
同

級
生
二
対
シ
「
○
○
ノ
兵
隊
サ
ン
ガ
戦
死
シ
ダ
」
ト
語
リ
シ
ニ
、
乙

ハ
「
○
○
ハ
○
○
デ
モ
、
シ
モ
ッ
タ
ヤ
」
ト
言
ヘ
リ
、
甲
ハ
「
シ
モ

ッ
タ
ャ
ッ
テ
、
コ
レ
（
指
四
本
ヲ
示
シ
）
ヤ
ロ
ウ
」
ト
言
上
、
乙
ハ

（
マ
マ
）

「
ソ
ウ
ャ
」
卜
答
フ
、
之
ヲ
目
戟
セ
ル
同
級
生
（
関
係
部
落
出
身
）

丙
ハ
同
区
ノ
生
徒
二
対
シ
「
私
達
ト
同
ジ
在
所
ノ
人
ハ
オ
国
ノ
為

二
戦
死
ヲ
シ
テ
モ
、
ア
ン
ナ
コ
ト
ヲ
言
ハ
レ
ル
カ
ラ
犬
死
ニ
ヤ
」
ト

語
り
合
ヒ
タ
ル
ヲ
関
係
部
落
民
ノ
知
ル
ト
コ
ロ
ト
ナ
リ
紛
糺
シ
、

所
轄
署
長
、
京
都
府
親
和
会
ノ
斡
旋
ニ
依
り
善
後
処
置
ヲ
講
ジ
解

決
セ
リ

一
、
戦
死
者
ノ
英
霊
参
拝
慰
霊
祭
執
行

『
学
校
二
紗
テ
訓
話
戒
告
碑
前
挙
式

『
申
合
事
項
ノ
決
議

『
其
ノ
他
省
略

（
マ
マ
）

京
都
府

昭
和
十
四
年
三
月

某
小
学
校
長
ガ
国
民
融
和
日
ノ
訓
示
二
「
昔
ハ
○
○
区
ノ
人
達
ハ

普
通
ノ
家
二
行
ツ
テ
モ
座
敷
二
上
ル
様
ナ
コ
ト
ハ
ナ
ク
、
又
他
家

二
行
ツ
テ
モ
御
飯
ヲ
食
べ
ル
ニ
モ
莫
産
ノ
上
デ
食
べ
タ
モ
ノ
デ
ァ

ル
」
云
々
卜
聖
代
ノ
有
難
サ
ヲ
今
昔
ト
比
較
シ
テ
説
明
セ
ル
ヲ
父

兄
ノ
知
ル
ト
コ
ロ
ト
ナ
リ
、
関
係
部
落
民
挙
ツ
テ
校
長
排
斥
ノ
挙

二
出
テ
村
長
及
府
親
和
会
二
善
処
方
ヲ
要
求
セ
リ
、
同
校
長
二
差

別
的
意
志
ナ
ク
又
自
発
的
二
関
係
部
落
内
ノ
教
育
住
宅
一
一
専
住

シ
、
融
和
促
進
ニ
努
ム
ベ
キ
コ
ト
ヲ
誓
上
関
係
者
モ
之
ヲ
諒
ト
シ

解
決
セ
リ

兵
庫
県

昭
和
十
三
年
二
月

某
小
学
校
五
年
生
（
女
）
梅
谷
ト
同
級
生
寺
本
ト
ガ
運
動
場
ニ
テ
遊

戯
中
、
梅
谷
ガ
「
エ
タ
」
卜
称
シ
タ
ル
ヲ
父
兄
ノ
知
ル
ト
コ
ロ
ト
ナ

リ
関
係
部
落
民
ノ
憤
慨
ス
ル
ト
コ
ロ
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
、
同
部
落
選

出
村
議
某
事
態
ノ
悪
化
ヲ
憂
へ
関
係
児
童
受
持
ノ
某
訓
導
（
女
）
一
一

将
来
学
校
内
二
紗
テ
差
別
言
行
ナ
キ
様
児
童
一
一
訓
戒
方
ヲ
依
頼
シ

Ｉ 
タ
ル
ニ
、
該
訓
導
ハ
被
差
別
者
一
一
「
今
後
○
○
○
ャ
△
△
△
（
何
レ

モ
関
係
部
落
名
）
ノ
子
供
ト
遊
パ
ヌ
様
ニ
セ
三
卜
注
意
シ
タ
リ
、

右
事
情
ヲ
関
係
部
落
民
ノ
知
ル
ト
コ
ロ
ト
ナ
リ
一
部
青
年
ハ
直
接

行
動
二
出
デ
ン
ト
ス
ル
挙
措
ア
リ
タ
ル
モ
所
轄
警
察
署
二
松
テ

極
力
斡
旋
シ
、
小
学
校
長
ヨ
リ
「
差
別
シ
タ
ル
児
童
ハ
父
兄
ヨ
リ
他

校
二
転
校
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
ナ
シ
タ
ル
旨
通
知
ア
リ
、
又
該
訓
導

ハ
謹
慎
シ
陳
謝
ノ
意
ヲ
表
シ
、
今
後
決
シ
テ
不
都
合
ナ
キ
様
厳
重

監
督
指
導
ス
ル
決
心
デ
ア
ル
云
々
」
ト
述
べ
部
落
側
モ
之
ヲ
諒
ト

シ
解
決
シ
タ
リ

広
島
県

昭
和
十
三
年
十
一
月

某
小
学
校
教
員
長
女
（
五
才
）
ガ
祖
母
二
伴
ハ
レ
用
達
二
外
出
中
、

偶
々
道
路
ニ
テ
行
遭
ヒ
タ
ル
関
係
部
落
居
住
ノ
婦
人
（
五
十
八
才
）

一
一
対
シ
「
新
民
々
々
」
ト
繰
返
シ
、
其
ノ
数
日
後
再
ピ
同
様
ノ
コ
ト

ヲ
言
ヒ
タ
ル
モ
祖
母
ハ
何
等
制
止
セ
ザ
リ
キ
、
此
ノ
事
情
ヲ
関
係

部
落
民
ノ
知
ル
ト
コ
ロ
ト
ナ
リ
、
僅
力
五
才
ノ
幼
児
ガ
ヵ
ヵ
ル
言

辞
ヲ
弄
シ
、
且
夫
レ
ヲ
制
止
セ
ザ
リ
シ
ハ
同
家
庭
二
紗
テ
差
別
観

念
ヲ
注
入
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
ト
シ
テ
糺
弾
運
動
ヲ
為
サ
ン
ト
シ
タ

ル
ガ
、
所
轄
警
察
署
二
紗
テ
斡
旋
シ
差
別
者
側
ヨ
リ
陳
謝
シ
、
且
将

来
カ
カ
ル
コ
ト
ナ
キ
様
注
意
ス
ル
コ
ト
ト
シ
解
決
セ
リ
、
尚
警
察

署
ニ
在
リ
テ
ハ
小
学
校
教
員
ノ
家
庭
ヨ
リ
問
題
ヲ
生
ジ
タ
ル
点
一
一

鑑
ミ
、
学
校
長
ヲ
通
ジ
融
和
促
進
二
留
意
方
指
示
シ
タ
リ

本
事
件
二
対
ス
ル
主
ナ
ル
善
後
処
置

京
都
府
ト
シ
テ

ー
、
市
町
村
長
小
学
校
長
二
対
ス
ル
依
命
通
牒
（
府
学
務
部
長
）

一
、
関
係
郡
町
村
長
会
開
催

『
府
市
職
員
研
究
協
議
会
開
催

一
、
府
時
局
対
策
連
絡
委
員
会
一
一
提
議
シ
連
絡
強
化

『
其
ノ
他
省
略

京
都
府
親
和
会
ト
シ
テ

ー
、
緊
急
理
事
会
開
催

一
、
幹
事
支
会
長
融
和
教
育
研
究
会
長
へ
通
牒

一
、
融
和
教
育
連
合
会
ノ
結
成
ヲ
急
キ
融
和
教
育
運
動
ノ
展
開

ヲ
計
ル

ー
、
市
町
村
吏
員
支
会
長
及
係
主
任
講
習
会
及
会
議
開
催

一
、
関
係
郡
神
官
僧
侶
各
種
団
体
代
表
者
ノ
協
議
会
開
催

一
、
学
校
教
職
員
研
究
協
議
会
開
催

一
、
郡
内
男
女
青
年
一
夜
講
習
会
開
催

一
、
其
ノ
他
省
略

京
都
府
親
和
会
郡
支
会
関
係
村
又
ハ
区
ト
シ
テ

ー
、
理
事
会
開
催
、
市
会
長
ヨ
リ
町
村
長
へ
通
牒

一
、
融
和
教
育
研
究
大
会
開
催

『
講
演
会
座
談
会
懇
談
会
開
催

一
、
桃
山
御
陵
参
拝
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高
知
県

昭
和
十
四
年
十
月

保
護
者
某
ハ
ー
一
人
（
三
年
生
二
年
生
）
ノ
子
供
ヲ
学
校
二
通
学
セ
シ

メ
居
ル
モ
、
暫
々
差
別
言
辞
ヲ
以
テ
罵
ラ
ル
、
ヲ
以
テ
学
校
長
二

対
シ
善
処
方
書
面
ヲ
以
テ
陳
情
セ
リ
、
学
校
長
ハ
即
日
全
職
員
及

児
童
二
対
シ
訓
示
シ
将
来
ヲ
戒
シ
メ
タ
リ
、
保
護
者
某
ハ
単
ナ
ル

注
意
ニ
テ
不
満
ノ
意
ヲ
有
ス
ル
モ
、
所
轄
警
察
署
ハ
学
校
当
局
ヲ

信
頼
シ
テ
静
観
ス
ル
様
慰
撫
セ
リ

愛
媛
県

昭
和
十
三
年
九
月

某
小
学
校
高
等
科
一
年
生
ガ
校
舎
ノ
ー
階
ヨ
リ
メ
ガ
ホ
ン
ニ
テ
校

庭
二
向
上
三
夕
」
卜
叫
ピ
タ
ル
ガ
、
校
庭
二
居
合
ハ
セ
タ
ル
関
係

部
落
児
童
ガ
之
ヲ
聞
キ
父
兄
二
告
ゲ
父
兄
ヨ
リ
学
校
当
局
二
善
処

ヲ
要
望
ス
、
駐
在
巡
査
ノ
斡
旋
ニ
依
り
学
校
当
局
二
紗
テ
十
分
注

意
ス
ル
コ
ト
、
ナ
リ
タ
リ

昭
和
十
三
年
九
月

某
青
年
団
（
字
）
二
舷
テ
ハ
○
○
部
落
ノ
入
団
ヲ
拒
否
シ
来
リ
タ
ル

処
、
昭
和
五
年
頃
ヨ
リ
差
別
待
遇
解
消
運
動
旺
盛
ト
ナ
ル
ニ
従
上

○
○
部
落
ノ
入
団
要
求
ト
ナ
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
入
団
規
約
ヲ
作
リ
タ

ル
モ
、
之
ヲ
差
別
待
遇
ト
シ
規
約
ノ
撤
廃
ヲ
叫
ハ
レ
ッ
、
今
日
二

及
ピ
タ
リ
、
○
○
部
落
青
年
某
ハ
急
速
二
之
ガ
解
決
ヲ
企
図
シ
、
八

月
中
旬
県
融
和
団
体
ヲ
通
ジ
交
渉
ヲ
開
始
シ
、
遂
二
○
○
部
落
青

昭
和
十
四
年
七
月

等
ヲ
条
件
ト
シ
テ
円
満
二
解
決
セ
リ

昭
和
十
四
年
六
月

某
実
修
高
等
女
学
校
運
動
場
二
砂
テ
一
年
生
安
藤
ガ
級
友
大
藤
一
一

対
シ
「
私
ガ
小
学
校
ノ
時
二
貴
女
二
非
常
二
良
ク
似
タ
人
ガ
居
テ
、

其
ノ
人
ト
兄
弟
ノ
様
二
仲
好
ク
シ
テ
居
夕
」
ト
語
リ
タ
ル
ニ
、
其
ノ

場
二
居
合
セ
タ
ル
大
林
外
二
名
ハ
直
二
安
藤
ヲ
運
動
場
ノ
ー
隅
二

連
し
行
キ
何
事
カ
ヲ
畷
キ
タ
ル
ヲ
以
テ
大
藤
ハ
之
ヲ
不
審
一
一
思
上

安
藤
二
「
今
、
大
林
サ
ン
達
ハ
貴
女
ニ
何
ン
ナ
事
ヲ
言
シ
タ
カ
」
卜

尋
ネ
タ
ル
ニ
、
安
藤
ハ
「
貴
女
ハ
「
カ
ブ
違
上
」
ダ
カ
ラ
気
ヲ
付
ケ

ヌ
ト
イ
カ
ヌ
、
先
程
ノ
様
ナ
コ
ト
ヲ
言
ツ
テ
仲
良
ク
シ
テ
ハ
ナ
ラ

ヌ
」
卜
注
意
サ
レ
タ
ノ
ダ
ト
語
リ
タ
リ
、
之
ノ
経
緯
ヲ
聞
キ
タ
ル
大

藤
ノ
父
ハ
校
長
ヲ
詰
問
シ
テ
善
処
方
ヲ
要
望
ス
、
校
長
ハ
直
一
一
所

轄
警
察
署
二
解
決
方
ニ
ッ
キ
相
談
シ
タ
ル
所
、
同
署
二
砂
テ
ハ
校

長
ガ
自
発
的
二
当
ル
ペ
シ
ト
指
示
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
即
日
差
別
者
側

父
兄
ヲ
学
校
二
呼
出
シ
反
省
ヲ
求
メ
タ
ル
一
一
、
何
レ
モ
申
訳
ナ
シ

ト
校
長
二
処
置
ヲ
一
任
シ
タ
リ
、
依
ツ
テ
校
長
ハ
両
者
ノ
父
兄
ヲ

学
校
二
招
致
シ
差
別
者
父
兄
陳
謝
シ
円
満
解
決
セ
リ

某
女
学
校
生
徒
四
名
ガ
記
念
写
真
ヲ
撮
影
シ
タ
ル
ガ
、
互
一
一
写
真

（
マ
マ
）

代
金
拠
出
二
際
シ
内
一
人
ガ
「
私
ハ
父
ガ
エ
タ
ト
ー
処
二
写
シ
ダ

写
真
代
金
ハ
払
ハ
ヌ
」
卜
称
シ
タ
リ
ト
テ
出
金
ヲ
拒
ミ
タ
ル
ヲ
父

兄
ノ
知
ル
ト
コ
ロ
ト
ナ
リ
、
相
当
糺
弾
シ
啓
蒙
ノ
要
ア
リ
ト
シ
所

■ 
年
二
対
ス
ル
規
約
ヲ
焼
棄
シ
無
条
件
ニ
テ
入
団
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ト

ス

香
川
県

昭
和
十
四
年
四
月

某
小
学
校
理
科
室
二
砂
テ
休
憩
時
間
中
五
年
生
中
岡
二
対
シ
同
級

生
川
井
ガ
王
夕
」
ト
罵
り
、
中
岡
之
二
対
シ
テ
反
撃
セ
ン
ト
シ
タ

ル
ガ
授
業
開
始
ト
ナ
リ
其
ノ
侭
ト
ナ
リ
タ
リ
、
其
ノ
翌
日
高
等
一

年
生
川
田
外
二
名
ガ
「
乞
食
ノ
子
」
ト
罵
り
シ
、
遊
ピ
居
ル
ヲ
現
認

シ
タ
ル
関
係
部
落
出
身
高
二
山
下
外
三
名
ガ
差
別
言
辞
ナ
リ
ト
早

合
点
シ
、
前
日
中
岡
ヲ
差
別
セ
シ
川
井
卜
共
二
学
校
東
側
ノ
小
山

一
一
連
行
シ
制
裁
ヲ
加
ヘ
ン
ト
シ
タ
ル
ヲ
他
ノ
児
童
ノ
知
ラ
セ
ニ
依

り
、
高
二
受
持
土
屋
訓
導
ガ
之
ヲ
取
鎮
メ
夫
々
受
持
訓
導
二
舷
テ

訓
戒
ヲ
加
ヘ
タ
ル
ガ
、
高
一
受
持
横
田
訓
導
ガ
訓
戒
二
際
シ
「
エ
タ

ト
言
ハ
レ
タ
ノ
ガ
ソ
レ
程
腹
ガ
立
シ
カ
馬
鹿
」
ト
関
係
部
落
出
身

児
童
ノ
足
ヲ
靴
ニ
テ
蹴
飛
パ
シ
タ
リ
、
之
ヲ
知
リ
タ
ル
父
兄
等
ハ

学
校
当
局
ノ
責
任
ヲ
追
求
シ
タ
ル
ガ
、
校
長
及
当
該
訓
導
ハ
部
落

ヲ
訪
上
諒
解
ヲ
求
メ
タ
ル
ガ
更
二
両
者
会
見
シ
、

一
、
今
後
融
和
教
育
二
就
キ
充
分
努
力
ス
ル
コ
ト

ニ
、
不
幸
差
別
問
題
ア
ル
モ
之
ガ
処
理
二
当
リ
テ
ハ
過
ナ
キ
ヲ

期
ス
ル
コ
ト

ー
ー
ー
、
今
回
ノ
如
キ
不
祥
事
件
ア
ル
モ
部
落
出
身
児
童
二
対
シ
テ

ハ
放
任
主
義
ヲ
執
ラ
ザ
ル
コ
ト

轄
警
察
署
二
善
処
方
ノ
要
望
シ
タ
リ
、
同
署
二
砂
テ
ハ
差
別
者
ノ

父
兄
ヲ
学
校
二
出
頭
セ
シ
メ
主
席
教
諭
ト
共
一
一
心
得
ヲ
説
諭
シ
タ

ル
結
果
、
其
ノ
非
ヲ
悟
り
関
係
部
落
ニ
ァ
ル
昭
和
会
々
長
ヲ
訪
問

陳
謝
シ
将
来
自
ラ
進
ン
デ
此
ノ
種
問
題
ヲ
発
生
シ
タ
ル
場
合
ハ
積

極
的
一
二
般
ヲ
論
シ
解
決
二
当
ル
事
ヲ
誓
上
、
関
係
生
徒
ニ
モ
学

校
ヨ
リ
厳
重
二
訓
戒
ヲ
加
へ
円
満
解
決
セ
リ

’ 


